
水道水は飲み水やお風呂・料理・洗濯など、私たちの生活に最も必要で大切な

ものです。もし、何かの原因で水道水が出なければ、水を飲もうと思って蛇口を

ひねっても飲めません。また、トイレの水も流れないなど生活に影響を及ぼしま

す。

実際、平成 23年 3月 11 日に発生した「東日本大震災」では約 257 万戸が、平

成 28年 4月に発生した「熊本地震」では約 45 万戸の水道水が出なくなりました。

全家庭に水道水が出るまでに、「東日本大震災」では約 5ヶ月（※津波被災地区等

は除く）、「熊本地震」では約 1.5 ヶ月(※熊本市のみ)を要しました。

現在、宮崎市においても「巨大地震」の発生が心配されている状況であり、

その対策が課題であると言えます。この対策として、"地震に強い水道管の整備"

"古くなった水道管の更新"などに取り組んでいます。







宮崎市には平成 28年度末において、約 2,551km の水道管が整備されていますが、

くさりのようにつながる水道管の整備延長は約 376km、率にして約 14.7％になり

ます。

今後も地震に強く安心して水が飲めるような水道管の整備を計画的に進めていき

ます。


